源氏物語 

空蟬 



匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



うつせみの わがう すごろ も 風流 男に ® 

れ てぬる やと ぁぢ きな きころ (晶子) 

眠れない 源氏 は、 

「私 はこん なにまで 人から 冷淡に された こと はこれ ま 

でない の だから、 今晚 はじめて 人生 は 悲しい もの だと 

教えられた。 恥ずかしくて 生きて いられない 気がす 

る」 

こぎみ 

などと 言う の を 小 君 は 聞い て 涙 さえ も- /ほして いた _ 

非常に かわいく 源氏 は 思った。 思いな しか 手 あたりの 



敷の 外から 元気よ くた たいて 戸 を 上げさせて 中へ は 

いった。 女房が、 

「そんなに して は 人が お 座敷 を 見ます」 

と 小言 を 言つ ている。 

「どうしたの、 こんなに 今日は 暑い のに 早く 格子 をお 

ろした の」 

たい しんでん 

「お昼から 西の 対 —— 寝殿の 左右に ある 対の 屋の 一 つ 

—— のお 嬢 様が 来て いらつ しつ て 碁 を 打つ ていら つ 

しゃる のです」 

と 女房 は 言った。 

まま t すめ t 力 

源氏 は 恋人と その 継娘が 碁盤 を 中に して 対い 合つ 



「いいえ、 今度 は 負け ましたよ。 そうそう、 この 隅の 

所 を 勘定し なくて は」 

指 を 折って、 十、 二十、 三十、 四十と 数える の を 見 

ザ-. こ 

ている と、 無数 だとい う 伊予の 温泉の 湯 桁の 数 もこの 

人に はすぐ わかる だろうと 思われる。 少し 下品で ある _ 

おお すきみお とこ 

袖で 十一 一分に 口の あたり を掩 うて 隙 見 男に 顔 をよ く 見 

せない が、 その 今一 人に 目 を じっとつ けて いると 次第 

によく わかって きた。 少し 腫れ ぼつたい 目の ようで、 

鼻な どもよ く 筋が 通って いると は 見えない。 はなやか 

なと ころ は どこもなくて、 一つず ついえば 醜い ほうの 

顔で あるが、 姿態が いかにも よくて、 美しい 今一 人よ 



と、 あとで 女 を 考えて みる 時に、 それ は 自分の ために 

はどうで もよ いこと であるが、 自分の 恋しい 冷ややか 

な 人が、 世間 を あんなに はばかって いたので あるから、 

この ことで 秘密 を 暴露させる ことにな つ て はか わい そ 

うで あると 思った。 それ で たびたび 方 違え に y J の 家 を 

選んだ の は あなたに 接近したい ためだつ たと 告げた。 

少し 考えて みる 人に は 継母との 関係が わかる であろう 

が、 若い 娘心 はこん な 生意気な 人で はあって も それに 

思い至らなかった。 憎く はなくても 心の 惹 かれる 点の 

ない 気がして、 この 時で さえ 源氏の 心 は 無情な 人の 恋 

しさで いっぱいだった。 どこの 隅に はいって 自分の 思 



「こんな 夜中に どこへ おいでにな るんで すか」 

こざ か 

小賢しい 老女が こちらへ 歩いて 来る ふうで ある。 小 

君 は 憎らしく 思 つ て、 

「ちょ つ と 外へ 出る だけ だよ」 

と 言いながら 源氏 を 戸口から 押し出した。 夜明けに 

近い 時刻の 明るい 月光が 外にあって、 ふと 人影 を 老女 

は 見た。 

「もう 一 人の 方 は どなた」 

と 言った 老女が、 また、 

みん ぶ 

「民 部 さ ん でしよう。 す ばら しく 背の 高い 人 だね」 

ま. うま 、， 

と言う。 朋輩の 背高 女の こと をい うのであろう。 老 



いか。 私 は 伊予 介より つまらない 男に 違いない」 

恨めしい 心から、 こんな こと を 言った。 そして 持つ 

て 来た 薄い 着物 を 寝床の 中へ 入れて 寝た。 小 君 をす ぐ 

前に 寝させて、 恨めしく 思う こと も、 恋しい 心持ち も 

言って いた。 

「おまえ は かわいい けれど、 恨めしい 人の 弟 だから、 

い つまで も 私の 心が おまえ を 愛しうる かどう か」 

まじめ そうに 源氏が こう 言う の を 聞いて 小 君 はしお 

れ ていた。 しばらく 目 を 閉じて いたが 源氏 は 寝られな 

す， to- リ 

かった。 起きる とすぐ に硯を 取り寄せて 手紙ら しい 

手紙で なく 無駄 書きの ようにして 書いた。 



小 君が 姉のと ころへ 行った。 空蟬は 待って いたよう 

にきびし い 小言 を 言った。 

「ほんとうに 驚かされて しまった。 私 は 隠れて しまつ 

たけれ ど、 だれが どんな こと を 想像す るか もしれ ない 

じ やない の。 あさはかな ことば かりす る あなた を、 あ 

ちらで はかえ つて 軽蔑な さらない かと 心配す る」 

源氏と 姉の 中に 立つ て、 どちらから も 受ける 小言の 

多 い y 」 と を 小 君 は 苦しく 思いながら - J とづ か つ た 歌 を 

出した。 さすがに 中 を あけて 空蟬は 読んだ。 抜け殻に 

して 源氏に 取られた 小 桂が、 見苦しい 着古しに なって 

いなかった ろうかな どと 思いながら も その 人の 愛が 身 
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